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国
道
二
五
二
号
線
は
、
柏
崎
市
を
起

点
と
し
て
、
川
西
町
か
ら
堀
之
内
町
を

経
由
、
会
津
若
松
市
に
至
る
一
般
国
道

で
、
そ
の
延
長
は
、
一
八
九
・
七
キ
ロ

メ
：
ト
ル
に
及
ぴ
ま
す
。

越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
に
　
　
着
　
　
手

　
こ
の
国
道
改
良
に
つ
い
て
、
昨
年
は

二
年
後
の
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
完
成

を
メ
ド
に
、
一
、
一
八
○
メ
ー
ト
ル
の
山

中
ト
ン
ネ
ル
と
、
高
柳
地
内
一
、
六
〇
八

メ
ー
ト
ル
お
よ
ぴ
川
西
地
内
一
、
〇
五
五

メ
ー
ト
ル
の
道
路
工
事
に
着
手
し
て
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
こ
と
し
は
、
三

か
年
の
国
費
工
事
と
し
て
越
ケ
沢
ト
ン

ネ
ル
お
よ
ぴ
そ
の
周
辺
の
道
路
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
二
五
二
号
線
は
、
狭
い
道
路

幅
に
加
え
て
、
傾
斜
は
最
大
で
一
q
％

し
か
も
曲
折
が
多
く
て
多
雪
地
帯
と
い

う
悪
条
件
下
に
あ
り
、
除
雪
作
業
が
は

か
ば
か
し
く
な
い
た
め
、
一
部
区
間
は

十
二
月
か
ら
四
月
ま
で
の
五
か
月
間
と

い
う
も
の
、
交
通
不
能
の
状
態
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

　
当
然
、
そ
の
全
面
的
な
改
良
は
早
く

か
ら
叫
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
す

で
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
現
在
の

路
線
を
変
更
し
、
い
ま
ま
で
に
も
整
備

を
進
め
て
き
た
改
築
計
画
に
基
づ
く
建

設
省
直
轄
工
事
と
し
て
、
こ
ん
ど
の
場

合
、
先
月
二
十
一
日
に
大
手
十
社
に
よ

る
入
札
執
行
の
結
果
、
熊
谷
組
の
手
で

施
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
舗
装
は

　
　
　
四
十
九
年
の
予
定

　
改
築
計
画
の
概
要
は
、
昨
年
施
工
し

た
上
野
地
内
か
ら
松
葉
沢
の
た
め
池
付

近
を
通
過
し
て
ト
ン
ネ
ル
に
な
り
、
さ

ら
に
越
ケ
沢
か
ら
中
仙
田
地
内
の
渋
海

川
ま
で
の
間
三
、
〇
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
五

　
新
し
い
名
物
が
誕
生

　
　
　
千
手
城
山
に

　
　
　
　
　
　
モ
ト
ク
ロ
ス
場

　
千
手
の
城
山
の
中
腹
に
モ
ト
ク
ロ
ス
（
オ
ー
ト

レ
ー
ス
の
一
種
で
、
山
林
原
野
を
走
っ
て
優
劣
を

決
め
る
競
技
）
の
競
技
場
が
完
成
し
、
さ
る
六
日

青
空
に
爆
音
を
吸
い
込
ま
せ
て
開
場
を
告
げ
た
。

　
城
跡
の
開
発
プ
ラ
ン
に
乗
っ
て
実
現
し
た
こ
の

競
技
場
は
、
カ
ー
ブ
と
起
伏
に
富
ん
だ
一
周
約
千

五
百
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
、
も
ち
ろ
ん
郡
市
で

は
初
め
て
の
も
の
　
県
下
で
も
、
ほ
か
に
は
四
カ

所
し
か
な
い
。

　
地
主
が
、
む
こ
う
五
年
間
は
土
地
を
無
償
提
供

す
る
と
い
う
協
力
も
あ
り
、
八
月
八
日
に
国
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
競
技
会
を
開
催
し
よ
う
と
い

う
計
画
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
で
、
町
に
新
し
い

名
物
が
、
ま
た
ひ
と
つ
誕
生
し
た
。

国道が交差する予定の中仙田童子
島付近

五
四
メ
：
ト
ル
、
坑
口
か
ら
は
、
渋
海

川
側
の
道
路
が
一
、
一
七
六
メ
ー
ト
ル
、

上
野
側
の
道
路
が
一
、
三
二
〇
メ
ー
ト
ル

こ
れ
ら
を
昭
和
四
十
八
年
十
月
完
成
の

予
定
で
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
ト
ン
ネ
ル
部
分
の
車
道
幅
員

が
六
メ
ー
ト
ル
、
ト
ン
ネ
ル
断
面
は
三

心
円
形
状
で
有
効
高
四
・
五
メ
ー
ト
ル

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
道
路
は
八
・
五

メ
！
ト
ル
幅
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
田
戸
の
付
近
か
ら
越
ケ

沢
の
坑
口
ま
で
、
一
、
二
八
○
メ
ー
ト
ル

の
工
事
用
運
搬
路
を
つ
く
つ
て
舗
装
を

施
し
ま
す
が
、
こ
の
道
路
は
、
工
事
終

了
後
に
町
道
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
渋
海
橋
や
防
雪
工
事
等
は
別

に
期
間
内
発
注
と
な
り
、
道
路
舗
装
は

四
十
九
年
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
今
月
幽
日
、
工
事
用
運
搬
路
か
ら
作

業
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
工
事
そ
の

も
の
の
ほ
か
、
用
地
買
収
や
家
屋
移
転

物
件
補
償
等
、
関
係
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
に
よ
っ
て
事
業
が
ス
ム
ー
ス
に
進
展

す
る
こ
と
を
願
い
、
一
般
の
か
た
が
た

に
は
、
工
事
期
間
中
の
不
便
に
対
し
て

ご
協
力
万
を
呼
ぴ
か
け
る
も
の
で
す
。

圃
行
六
　
月

事

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
五
日
・
川

　
明
正
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
西
町
役
場
、

　
映
写
会

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
六
日
・
中

仙
田
公
民
館
、
十
八
日
・
上
野
へ

き
地
保
育
所
、
十
九
日
・
橘
出
張

所
、
い
ず
れ
も
午
後
八
時
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
＋
八
日
に
招
集

町
議
会

　
　
　
　
　
　
　
開
会
は
午
前
九

　
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
時
の
予
定
。
一

般
会
計
と
、
農
業
共
済
、
国
保
施

設
、
へ
き
地
出
張
診
療
所
お
よ
ぴ

歯
科
診
療
所
の
各
特
別
会
計
の
補

正
予
算
や
税
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
が
議
案
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い

る
ほ
か
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質

問
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
動
採
血

ゆ
う
あ
い
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
「
ゆ
う

が
来
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
号
」

が
、
今
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日

の
両
日
来
町
し
ま
す
。

　
ま
ず
二
十
三
日
が
千
手
郵
便
局

前
、
翌
二
十
四
日
に
は
上
野
連
絡

所
前
で
そ
れ
ぞ
れ
採
血
す
る
予
定

で
す
。
時
間
は
、
両
日
と
も
午
前

九
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
ぜ

ひ
、
あ
な
た
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
七
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
日
、
国

国
体
す
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
体
育
大

の
部
県
予
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
す
も
う

の
部
新
潟
県
第
一
次
予
選
会
が
千

手
す
も
う
場
で
開
か
れ
ま
す
。
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参
院
選
、
、
二
十
七
日
に
投
票

貴
重
な

票
を
た
い
せ
つ
に
行
使
し
て

　
七
十
年
代
に
は
い
っ
て
最
初
の
国
政
選
挙
、
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
は
、
さ
る
四
日
に
公
示
さ
れ
、
、
投

票
日
は
今
月
二
十
七
日
で
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
参

院
の
定
数
二
百
五
十
二
人
の
う
ち
、
半
数
の
任
期
満

了
に
よ
っ
て
全
国
区
五
十
人
、
地
方
区
七
十
六
人
を

改
選
す
る
も
の
で
す
。
　
（
地
方
区
の
新
潟
県
選
挙
区

　
朝
七
時
か
ら
タ
方
六
時
ま

　
で
に
投
票
所
へ

　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。

　
た
だ
し
、
第
十
三
投
票
区
か
ら
第
十

六
投
票
区
ま
で
、
部
落
名
で
い
う
と
大

白
倉
、
小
白
倉
、
小
脇
、
高
倉
お
よ
ぴ

大
倉
に
つ
い
て
は
、
投
票
の
終
了
す
る

時
間
を
一
時
間
繰
り
上
げ
ま
し
た
か
ら

こ
れ
ら
の
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
朝
七
時

か
ら
夕
方
五
時
ま
で
に
投
票
所
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
投
票
用
紙

　
　
　
　
地
方
区
は
ピ
ン
ク

　
　
　
全
国
区
は
黄
色

　
投
票
は
、
地
方
区
と
全
国
区
で
二
回

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地

方
区
と
全
国
区
は
別
個
の
選
挙
で
す
か

ら
、
全
国
区
の
候
補
者
の
氏
名
を
地
方

区
の
投
票
用
紙
に
記
入
し
た
も
の
、
ま

た
、
そ
の
逆
の
場
合
、
い
ず
れ
も
無
効

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
無
効
投
票
を
防
止
す
る

た
め
に
、
投
票
用
紙
は
、
地
方
区
が
薄

は
二
人
を
改
選
。
）
　
四
月
に
行
な
わ
れ
た
統
一
地

方
選
挙
に
縁
の
な
か
っ
た
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、

一
票
の
権
利
を
行
使
す
る
の
は
昨
年
四
月
の
知
事
選

以
来
一
年
二
か
月
ぶ
り
の
こ
と
、
参
院
選
は
投
票
率

が
低
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
一
挙
に
く
ず
す
よ
う
な

積
極
的
な
投
票
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

★

、よ

．
分

養
）噛

激

⊂

　
　
懇

火

◎

誘惑に押しつぶされない自分の考えを持とう

桃
色
の
用
紙
に
黒
イ
ン
キ
で
、
全
国
区

が
薄
黄
色
の
用
紙
に
赤
イ
ン
キ
で
印
刷

し
て
あ
り
ま
す
か
ら
よ
く
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
投
票
の
順
序
は
、
地
方
区
が

先
で
、
全
国
区
は
あ
と
で
す
。

不
在
者
投
票
は

　
　
　
早
め
　
に

○
　
選
挙
当
日
、
自
分
の
投
票
区
外
で

　
仕
事
に
従
事
す
る
た
め
、
投
票
所
に

行
け
な
い
。

○
　
や
む
を
え
な
い
用
務
や
事
故
で
町

　
外
に
旅
行
、
ま
た
は
滞
在
す
る
た
め

　
当
日
、
投
票
所
に
行
け
な
い
。

○
　
病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
歩
く
の
が
著

　
し
く
困
難
で
あ
る
。
　
（
自
宅
等
で
動

　
け
な
い
人
や
動
か
せ
な
い
人
は
除
き

ま
す
。
）

　
以
上
の
よ
う
な
か
た
は
、
公
示
の
日

（
四
日
）
か
ら
投
票
目
の
前
日
（
二
十

六
目
）
の
毎
日
、
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
五
時
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
便
で

投
票
用
紙
と
不
在
者
投
票
用
封
筒
の
交

付
を
請
求
し
て
、
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
で
書
類
を
請
求
す
る
場
合
は
、

往
復
の
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
め

に
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
し
出
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
は
入
院
中
の
指

定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
も
で
き
ま
す

し
、
役
場
で
す
る
際
は
、
印
鑑
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
候
補
者
の
政
見
放
送
を

　
聞
き
ま
し
よ
う

明
正
選
挙
推
進
の

　
　
　
　
　
賛
助
会
員

　
　
五
十
六
人
が
加
入

　
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
続
い
て
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
が
い

よ
い
よ
間
近
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
統
一
地
方
選
挙

に
あ
た
っ
て
は
、
七
十
年
代
の
自
治
を

開
く
も
の
と
し
て
、
自
治
意
識
の
高
揚

青
年
層
の
積
極
的
な
投
票
参
加
、
き
れ

い
な
選
挙
の
推
進
な
ど
を
は
か
る
た
め

に
、
各
地
で
力
強
い
運
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
川
西
町
明
る
く
正
し
い

選
挙
推
進
協
麟
会
が
行
な
っ
た
賛
助
会

員
募
集
の
呼
ぴ
か
け
も
、
そ
の
一
例
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
賛
助
会
員
に
つ
い
て
、
協
議
会

の
呼
ぴ
か
け
に
こ
た
え
て
参
加
を
申
し

出
ら
れ
た
か
た
は
、
こ
れ
ま
で
に
五
十

六
人
に
達
し
ま
し
た
。

　
「
〃
望
ま
し
い
社
会
教
育
の
実
践
と

し
て
本
運
動
の
強
力
な
推
進
を
希
望
し

可
能
な
役
割
り
を
進
ん
で
引
き
受
け
ま

す
。
〃
中
仙
田
・
男
・
四
十
八
歳
」
、

「
〃
政
治
は
生
き
物
だ
と
い
う
、
そ
れ

は
民
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
う
。
い
ま
は
、
そ
の
感
じ
が
う
す
い

こ
の
運
動
に
期
待
し
参
加
す
る
。
〃
木

島
・
男
・
四
十
三
歳
」
。
こ
れ
は
、
賛

助
会
員
の
申
し
込
み
の
際
に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
の
一
部
で
す
が
、
協
議
会
や

町
の
選
管
で
は
、
こ
ん
ご
も
会
員
募
集

を
継
続
し
て
、
き
れ
い
な
選
挙
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
な
お
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
は
～
き
ょ
う
十
日
、
賛
助
会
員

と
合
同
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
き
、
こ

ん
ご
の
方
針
を
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
賛
助
会
員
五
十
六
人
の
内
訳
は
、
男

川
西
町
職
員
募
集

一
、
職
種
・
人
員

　
行
政
職
員
・
：
・
：
：
一
人

二
、
資
格

　
　
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
者
（
性
別
を
問
わ
な

　
い
）
で
、
高
校
卒
業
者
（
明
年
三

　
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

三
、
勤
務
場
所

子
三
十
人
、
女
子
二
十
六
人
で
す
。

今
月
で
特
例
期
間
切
れ

　
　
心
身
障
害
者

　
　
扶
養
共
済

　
新
潟
県
で
は
、
心
身
障
害
者
を
扶
養

し
て
い
る
か
た
が
月
々
千
円
か
ら
千
五

百
円
の
掛
金
を
納
め
る
と
、
万
ゆ
の
場

合
、
あ
と
に
残
さ
れ
た
障
害
者
に
対
し

毎
月
二
万
円
の
年
金
を
支
給
す
る
『
心

身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
四
十
五
歳
以
上
の
か

た
は
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
発
足
時
と

い
う
こ
と
で
、
P
R
を
兼
ね
た
サ
ー
ビ

ス
期
間
を
設
け
、
昨
年
の
ス
タ
ー
ト
時

か
ら
一
年
間
、
四
十
五
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
（
こ
と
し
四
月
一
日
現
在
の
満

年
齢
）
の
か
た
の
加
入
も
取
り
扱
つ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
特
例
期
間
が
、
今
月
三
十
日
で

切
れ
ま
す
。

　
加
入
希
望
者
は
、
す
ぐ
社
会
課
で
手

続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

川
西
町
役
場

四
、
申
し
込
み

　
　
採
用
申
込
書
に
履
歴
書
、
身
上
『

　
調
書
（
用
紙
は
い
ず
れ
も
役
場
に

　
あ
り
ま
す
。
）
を
添
え
て
、
七
月

　
二
十
日
ま
で
に
総
務
課
へ
申
し
込

む
こ
と
。

五
、
試
験

　
学
科
・
・
：
：
八
月
二
十
七
日

　
面
接
：
：
：
十
月
上
旬

＊
　
詳
し
い
こ
と
は
総
務
課
へ
問
い

　
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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　粗雑ななわのかけ方に乱暴な出し方
収集作業をする身になってきちんとお
願いします。

　積み込み作業。孫の大切な持ち物が
入りまざって、拾い出すのに“時間を
拝借論という一幕もありました。

“
環
境
の
美
化
は

　
　
　
　
、
お
ま
か
せ
く
だ
さ
、し
》
〃

ー
ブ
ル
回
転
の
ゴ
ミ
収
集
車
1

積
み
込
み
開
始
。
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
山
に
シ
ー
ト
を
か
け
て
い
た
町
内

も
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

　河川にゴミを捨てない　　快適な
生活を確保するためには、ふえる一方のいろいろ

な廃棄物をスムースに処理することが欠かせませ

ん。ことし町で購入したゴミ収集車は、連日大車

輪の活躍ぶりをみせていますが、収集を始めてか

ら一か月を経過しようというのに、まだ、河川に

ゴミを捨てるのを見かけるとか。河川環境の悪化

は大きな社会問題です。せっかくのゴミ収集車を

十二分に活用していただき、環境の美化に協力し

てください。

　いまのところ、収集した危険物、残
飯をとわずサージタンクのゴミ拾て場
で焼却しています。

，
．
，
．
n
噌
羅
奪

懇

難
焼いたあとの残がいは、ブルで整理
して次の収集に備えます。

　5月17日に開始した収集作業、収集車の通り過ぎたあとのゴミおき場
に、タンポポの花が咲きほこっていました。

三
百
円
社
費
、
9
6
％
に

　
恥
年
度
・
日
赤
社
員
増

　
強
運
動
結
果
報
告

　
毎
年
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
、

た
だ
い
て
い
る
日
赤
の
社
員
増
強
運

動
に
つ
い
て
、
こ
と
し
も
、
ご
認
識

の
お
か
げ
で
目
標
を
完
遂
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し

ま
す
。

　
こ
ん
ご
も
、
日
赤
業
務
が
円
滑
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
と
し
の
社
費
収
納
の
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

○
社
費
収
納
数
：
：
二
、
三
四
〇
人

　
　
（
内
訳
）

　
　
三
百
円
社
費
　
二
、
二
四
八
人

　
　
そ
の
他
社
費
　
　
　
九
二
人

○
社
費
計
・
：
・
六
八
露
、
三
五
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
〔
日
赤
川
西
町
分
区
〕

郷
土
史
づ
く
り
に

ご
厚
意

　
　
高
橋
さ
ん

　
　
　
　
（
東
京
）
が

　
東
京
の
高
橋
幸
治
さ
ん
（
東
京
仙

田
会
長
・
中
仙
田
出
身
）
か
ら
、
仙

田
郷
の
歴
史
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
と

し
て
、
社
会
教
育
課
あ
て
に
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
高
橋
さ
ん

の
せ
っ
か
く
の
ご
厚
意
を
機
会
に
、

こ
と
し
は
、
地
区
ご
と
に
専
門
の
調

査
員
を
委
嘱
し
、
川
西
町
の
歴
史
年

表
ま
と
め
に
着
手
し
た
い
考
え
で
す

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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出
か
せ
ぎ
を
終
え
た
い
ま

　
　
　
　
就
業
先
で
不
審
に
感
じ
た
こ
と

　
出
か
せ
ぎ
先
で
、
町
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
広
報
か
わ
に
し
を
手
に
し
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が

昨
秋
は
個
人
的
に
出
か
け
た
せ
い
か
送

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
所
が
解

ら
な
い
、
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま

で
の
話
で
す
が
、
働
き
先
に
所
得
を
照

会
す
る
ほ
ど
積
極
的
な
役
場
な
の
に
、

お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
出
か
せ
ぎ
す
る
と
き
は
国
保
を
離
脱

し
て
、
と
い
う
呼
ぴ
か
け
を
マ
に
受
け

て
手
続
き
し
て
出
か
け
た
の
で
す
が
、

健
保
の
被
扶
養
者
は
五
割
給
付
な
の
で

損
を
し
ま
し
た
。
正
直
者
は
バ
カ
を
見

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
出
か
せ
ぎ
し
て
国
民
年
金
を
は
ず
れ

勤
務
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
、
帰
郷

す
る
と
ま
た
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

が
、
と
き
た
ま
重
複
す
る
月
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
場
合
の
払
い
も
ど
し
金
は

だ
い
ぶ
月
日
が
経
っ
て
か
ら
入
手
す
る

の
で
す
が
、
取
ら
れ
る
金
の
せ
い
か
、

国
民
年
金
や
国
保
の
保
険
料
は
す
ぐ
納

め
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

ど
う
い
う
の
で
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
丁
生
）

T
さ
ん
へ

　
　
担
当
者
か
ら
の

　
　
お
答
え

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
に
つ
い
て
は
、

全
世
帯
に
一
部
ず
つ
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
希
望
者
に
は
郵
送
料
の
実
費
（
現

在
、
月
一
回
分
六
円
）
だ
け
を
ち
ょ
う

だ
い
し
て
毎
月
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
、
出
か

せ
ぎ
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
慰
問
に
と
い
う

社
会
課
の
要
請
で
、
月
に
六
十
部
か
ら

百
部
程
度
を
担
当
係
に
ま
わ
し
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

す
。　
こ
ん
ご
、
出
か
せ
ぎ
も
含
め
て
、
町

外
で
広
報
を
読
み
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
れ
ぱ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
室
広
報
係
）

リ
ー
ダ
璽
を
通
じ
て

　
　
　
広
報
や
文
集
を

　
町
で
は
、
出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
安
全
就
労
を
願
つ
て
、
職

業
安
定
所
の
指
導
の
も
と
で
、
数

年
前
か
ら
、
リ
1
ダ
量
を
中
心
に

し
た
グ
ル
ー
プ
出
か
せ
ぎ
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。

　
出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
前
に
、
リ
ー

ダ
ー
の
か
た
か
ら
就
労
先
を
届
け
出
て

い
た
だ
い
て
、
期
間
中
は
常
に
連
絡
を

密
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
数
は
、
三

十
九
の
グ
ル
ー
プ
、
二
百
九
十
三
人
に

達
し
て
い
ま
す
。

　
当
係
か
ら
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
あ
て
に
広
報
や
文
集
を
送
つ
て
、

グ
ル
｝
プ
の
皆
さ
ん
に
回
覧
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
状
況
で

す
。
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
援
護
係
）
　
た
だ
き
、
そ
の
間
の
、
国
民
年
金
と
重

　
一
世
帯
一
保
険
で
　
　
　
　
復
し
た
期
間
分
の
保
険
料
を
お
返
し
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
手
続
き
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
選
択
は
不
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
際
、
保
険
料
を
お
返
し
す
る
時

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
保
険
の
あ
り
方
　
期
が
遅
い
と
の
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
一
世
帯
噸
保
険
と
い
う
こ
と
で
あ
り
　
は
、
手
続
き
に
必
要
な
期
間
と
、
保
険

給
付
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
　
料
還
付
請
求
書
を
国
（
社
会
保
険
事
務

ど
ち
ら
に
加
入
す
る
か
と
い
う
選
択
は
　
所
）
で
審
査
す
る
期
間
を
含
め
て
、
皆

認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
　
　
　
　
さ
ん
へ
現
金
が
還
付
さ
れ
る
ま
で
に
ど

　
し
た
が
っ
て
、
出
か
せ
ぎ
期
間
中
に
　
う
し
て
も
一
か
月
な
い
し
二
か
月
を
要

ご
主
人
が
社
会
保
険
に
加
入
す
れ
ば
、
　
し
て
い
る
現
状
で
す
。

家
族
の
か
た
が
た
も
、
当
然
、
そ
ち
ら
　
　
次
に
、
保
険
料
納
入
の
督
励
に
つ
い

の
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
ご
　
て
で
す
が
、
国
民
年
金
も
一
種
の
保
険

指
摘
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
も
の
で
　
制
度
で
す
か
ら
、
保
険
料
が
完
納
さ
れ

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
課
）
　
て
い
る
か
ど
う
か
は
保
障
給
付
を
定
め

保
障
の
た
め
の
　
　
　
　
　
　
る
重
要
な
ポ
ィ
ン
ト
で
す
。
未
納
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
せ
っ
か
く
の
給
付
を
受
け
る
こ

　
　
　
納
入
督
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
で
き
な
い
不
幸
な
ケ
：
ス
も
で
て

　
出
か
せ
ぎ
等
に
よ
る
一
時
的
な
就
職
、
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
　
う
、
皆
さ
ん
の
保
障
を
第
一
に
考
え
て

で
あ
る
た
め
、
便
宜
的
な
取
り
扱
い
と
　
保
険
料
納
入
は
き
ぴ
し
く
督
促
し
て
い

し
て
、
出
か
せ
き
等
か
ら
帰
っ
た
と
き
　
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
う
か
ご
賢
察
を

就
労
中
の
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
　
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
お
よ
ぴ
脱
退
し
た
日
を
申
し
出
て
い
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
年
金
係
）

納
税
メ

モ

　
今
月
は

　
　
町
・
県
民
税

　
　
　
第
一
期
分
の
納
期
で
す
。

　
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ

う
に
、
住
民
税
の
税
率
が
一
七
％

引
き
下
げ
ら
れ
、
最
低
税
率
に
な

り
ま
し
た
。
住
民
税
で
は
、
均
等

割
だ
け
の
人
は
一
期
で
全
額
を
、

所
得
割
の
あ
る
人
は
四
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
第

一
期
に
全
期
分
を
前
納
す
る
と
、

二
～
四
期
分
の
税
額
合
計
の
四

％
の
前
納
報
償
金
を
交
付
し
ま
す

あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
来
月
は
、
固
定
資
産
税
第

二
期
分
の
納
期
で
す
。
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嶺
窓
か
ら
羅
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
…
も
総

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

高櫃岡登数仲
橋間島坂藤島
美　　 和久
香慈浩宣晴泉

昭公　　　光英
吉男了誠：男雄

長二二長三長
女女男男；男女

大伊大岩沖上
白　 白

倉友倉瀬立野

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

σb　
新
郎
　
太
田
　
光
昭
　
田
　
中

　
新
婦
　
星
名
　
良
子
下
平
新
田
か
ら

総総総総総総
小
林
芳
人

田
村
文
子

高
橋
良
平

雲
野
ミ
ッ
ィ

田
畑
茂
紀

徳
永
正
子

樋
口
　
正

川
崎
ユ
キ
子

藤
巻
敏
夫

吉
岡
文
子

樋
口
　
潔

高
橋
美
代
子

小
海
　
治

平
野
ふ
じ
子

小
川
郁
夫

三
浦
勝
代

中
屋
敷

＋
日
町
か
ら

室
島

＋
日
町
か
ら

元
町

＋
日
町
か
ら

東上室田

戸島
か
ら

町京
か
ら

下
平
新
田

伊
友
か
ら

霜
條

東
善
寺
か
ら

赤
谷

宮
城
か
ら

器鍮総総窯総蕪総
川金小菅水野野山高大高齋丸丸小
崎子川原品澤澤口橋貫橋木山山林

卯良二芳靖テ寅な英郁昭秀正イ英
吉子三枝男ル雄み雄子人子男ト策

春
澤
き
み
子

中
屋
敷

栃伊高上木

島
か
ら

野倉
か
ら

友木
か
ら

中
島
町

＋
日
町
か
ら

岩赤茨三野野
口口
か
ら

領城
か
ら

谷瀬
か
ら

越
ケ
沢

千
葉
か
ら

⑳　新
郎
　
清
水
　
仙
二
　
寺
　
尾

　
新
婦
　
五
十
畑
ノ
ブ
ヨ
　
越
谷
か
ら

⑳新
郎
風
間

　
　
　
　
　
　
　
　
勝
＋
日
町
か
ら

　
新
婦
　
風
間
　
由
子
　
中
屋
敷

σb　
新
郎
川
上
龍
二
　
学
校
町

　
新
婦
　
岡
本
　
君
代
　
十
日
町
か
ら

⑳　新
郎
　
星
名
　
孝
児
　
学
校
町

　
新
婦
　
岡
田
ハ
ツ
エ
　
栃
　
木
か
ら

⑳　新
郎
　
岡
島
　
繁
人
　
大
白
倉

　
新
婦
　
小
川
エ
イ
子
　
赤
　
谷
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

片
桐
秋
男

齋
木
静
子

羽
鳥
ミ
チ
子

和
田
徳
芳

仁伊小小
　　　白
田友脇倉

田小星小丸山関
口林名林山田口

玉萬ミ春亀亀ハ
作治キ松作吉ナ

学
校
町
仁
田

新
町
新
田

中
仙
田
上
野

中
仙
田
木
落

八八七七七六六
六〇八四〇八三

四三
三三七〇

小
林
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
香
典
返
し

　
三
月
に
な
く
な
ら
れ
た
小
林
京
子
さ

ん
（
中
仙
田
）
の
ご
遺
族
小
林
真
一
さ

ん
か
ら
、
香
典
返
し
と
し
て
、
町
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
あ
て
て
一
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
中
仙
田
　
　
　
　
　
一

大
小
の
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
水
温
む

遠
足
の
手
を
取
り
合
う
て
夏
帽
子

湯
元
へ
の
段
々
道
や
若
葉
風

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

木
蓮
の
花
お
お
ら
か
蟻
爽
を
脱
ぐ

苔
青
し
庭
の
敷
石
浮
ぴ
出
で

　
　
　
　
在
長
岡
　
金
子
且
雀

新
緑
の
葉
洩
れ
日
の
影
境
内
に

春
耕
を
了
え
し
田
の
面
や
蛙
鳴
く

　
　
　
　
小
白
倉
　
片
桐
玉
章

嫁
ぐ
日
も
近
く
田
植
も
終
り
け
り

　
　
　
　
小
白
倉
　
　
江
口
凡
石

春
耕
の
エ
ン
ジ
ン
響
き
昼
近
し

　
　
　
　
元
町
　
金
子
鉄
舟

種
袋
少
し
余
り
て
し
ま
い
け
り

銃
∠
、

／
ワ
ー

かわにレ

　
　
非
緬
軌

　
　
イ
．
　
ン

太
田
白
南
風
選

　
　
　
樋
口
純

、




